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　医局の学会予行で，医局員が作ったスライドに「がん」と書かれているのをみつけました。そこ
で「学術的な場面では漢字で癌と書くべきです。癌は常用漢字でないので行政やマスメディアはひ
らがなで書きますが，学術用語は常用漢字表にしばられませんので，きちんと漢字で書くべきです」
と指摘したところ，ある医局員から「国立がん研究センターの HPには，がんは悪性腫瘍の総称で，
癌は上皮性の悪性腫瘍のことと書かれています」と指摘されました。ひらがなと漢字で意味が変わ
る学術用語などあるはずもなく，全く納得できない話です。そこでネットで調べてみますと，確か
にそのような根拠不明な珍説が横行しているようなのです。
　学生時代に病理学の講義で，癌＝悪性腫瘍であり，癌は上皮性の癌腫と非上皮性の肉腫に分けら
れると習いました。英語では，cancer（癌）が carcinoma（癌腫）と sarcoma（肉腫）に分けられ
ることになります。Cancerの別名としては，malignant neoplasm（悪性新生物）があり，これらは
悪性腫瘍全体の総称です。きわめて明快な定義であり，ひらがなと漢字で意味が変わるなどという
とんでもない話は全く出てきません。少なくとも私が学生のころには，がんというひらがな表記は
いかなる医学書にも存在せず，癌が常用漢字でないという理由で行政ないしマスメディアが使う非
学術的表記にすぎませんでした。
　言うまでもありませんが，日本癌学会や日本癌治療学会は，癌腫のみでなく肉腫も研究対象にし
ています。これこそ「癌とは上皮性悪性腫瘍である」という珍説が誤っている証拠です。またこの
伝でいけば，メラノーマの発癌という表記は誤りで，発がんと書かなくてはならないことになりま
す。ちなみに昔はメラノーマやリンフォーマは黒色肉腫，細網肉腫と言われ，肉腫であることが明
示されていました。
　国立がんセンターは戦後にできた国立の組織なので，行政のルールに従いひらがなで表記されま
すが，戦前からの民間組織である癌研究会はもちろん漢字表記です。とここまで書いて不安になっ
たので調べてみたところ，なんとあの歴史ある癌研は「がん研究会」に改称されていました。2011
年に公益財団法人に移行したのに伴い変更されたとのことですが，改称の理由は示されていませ
ん。あるいは癌という字体が忌み嫌われたのかもしれませんが，ぜひとも前述の珍説に迎合したの
ではないことを祈ります。
　この流れでいけば，そのうちに日本癌学会も日本がん学会に変更されるかもしれず，そうなると
ますます「がんと癌は違う」説が幅を利かせることになるかもしれません。先人がきちんと定義し
た学術用語の意味を勝手な解釈で変更する不見識な行為は，全く許されないことだと思います。

 （相馬良直）
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